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　福島大学附属幼稚園において，2011 年度学長裁量経費により海外の幼稚園視察を実施した。訪
問先は，一か所は中国上海市であり，本学と交流協定を締結している華東師範大学の附属幼稚園及
び同市幼稚園計 3園，二か所目は台湾台北市で国立台北教育大学附属幼稚園を含め同市幼稚園 3園
である。これらの聞き取り調査及び参観による主な結果（各園の概要，施設・設備，活動状況等）
と訪問者の感想・考察等をまとめた。今年度は東日本大震災による放射能問題で附属幼稚園も厳し
い状況が続いたが，海外の幼稚園視察は，園や自分たちの保育を見つめ直す貴重な機会となった。
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福島大学附属幼稚園教職員による上海及び台北の幼稚園視察
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Ⅰ．はじめに
　2011.3.11の東日本大震災により，本学附属幼稚園
においても2011年度の活動に多くの支障が出ることに
なった。特に放射能汚染の影響は大きく，2011.4.19
に文部科学省より発表された，「福島県学校等空間線
量率及び土壌モニタリング実施結果について」におい
て，本園の空間線量値が50㎝の高さで4.2μSv/hを示
しており，当時の屋外活動基準値（3.8μSv/h）を超
えるという深刻な事態となった。この数値に教職員も
ショックを受け，今後の保育活動をどうしたらよいの
か頭を痛めた。とりわけ私たちを悩ませたことは，今
回の放射能汚染による子どもへの影響がどのようなも
のなのか，ほとんどわかっていないということであっ
た。そうした中で，保護者の不安は高まり，休園者や
転園者が増加していくとともに，担任に対して毎日の
ように相談の電話が入ってきた。私たちとしては，保
護者が冷静に判断できる材料を提供する必要があると
考え，放射線に関する見識のある人を招いて質問会な
どを催したり，関係機関に勤める保護者を中心にパネ
ルディスカッションを開催するなどの機会を設けた。
さらに，心身の不調がみられる親子に対してはカウン
セリングを受けてもらうなどの措置を講じた。
　５月末には園庭の表土除去が行われ，線量は約1/10
に下がったが，当分は屋外での活動を見合わせること
になり，引き続き屋内でできることを検討しなければ
ならなかった。園長とのクッキングを取り入れたのも
そうした状況がきっかけであった。このようにして，
特に最初の数ヶ月は教職員が一丸となって必死に子ど
もや保護者の対応に取り組んだといえる。その後，次
第に各方面から様々な支援―福島県ユニセフ協会によ
る大型バスでの郊外遠足無料企画，スポーツクラブの
プール提供，地域の銭湯提供（水遊び），隣接する附
属中学校の体育館提供（朝の運動）等々をいただき，

子どもの育成に重要な自然との触れ合いや，思い切り
体を動かすことなど実施することが可能になった。（詳
細は，「福島大学 東日本大震災復興支援プロジェクト，
震災後の保育現場が直面する課題とその対応事例に関
する調査研究，Ⅶ　福島大学附属幼稚園の取り組み』⑴

参照）
　しかし，このような状況下において，休む間もなく
対応に追われる教職員に疲労の度合いが濃くなる様子
がうかがえ，その点も大変気になることであった。そ
のような時，附属校園に対し，昨年度と同様に学長裁
量経費が配分されるとの情報が入った。そこで，今の
時期にこそ，教職員が園の運営や自分たちの保育を客
観的に見つめ直す機会が必要であると考え，思い切っ
て海外の幼稚園視察の計画を立てることにした。筆者
自身，これまでに本学と交流協定を結んでいる北京師
範大学及びウイスコンシン大学オークレア校との共同
研究⑵～⑷に参加し，それぞれの教育機関等への訪問を
通して多くの貴重な学びがあったため，附属幼稚園の
教職員もそのような機会をもつことが必要と考えた。
訪問先としては教職員が参加できる日程を考慮し，比
較的短時間で渡航できる場所，また本学と交流協定を
結び，現在交流が行われている大学の附属幼稚園を含
めることが望ましいと考えた。その結果，一つには上
海市の華東師範大学附属幼稚園を選定し，それを含め，
同市の幼稚園を訪問することとした。上海市は2010年
のOECD国際学習到達度調査（PISA）において，65
か国中１位となった都市であり，その点からも当市の
幼児教育視察は興味深いものがあった。また，交流協
定校の華東師範大学では本学人間発達文化学類教授・
大宮勇雄氏の保育関連書物⑸が翻訳されており，大宮
氏を含めた上海の幼稚園訪問は意義深いと思われた。
二か所目の訪問先としては，国立台北教育大学で幼児
教育を専門としている翁麗芳教授の協力が得られるこ
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とになったため，当大学附属幼稚園を含めた台北市の
幼稚園を訪問することにした。台湾では，1999年に中
部を中心とした大地震を経験しており，その点から防
災対策などの情報交換ができると考えた。
　以上により，今回は上海市及び台北市の幼稚園各３
園を訪問したが，それぞれの園の概要について園長及
び関係職員に聞き取り調査を行い，さらに施設設備や
子どもの活動の様子を参観した。以下それらの主な内
容及び訪問者それぞれの感想・考察を記し，本海外研
修の成果等についてまとめていきたい。　 （浜島京子）

Ⅱ．視察の概要
１　訪問先，日程等
【2011（平成23）年　上海市の幼稚園訪問】

【2012（平成24）年　台北市の幼稚園訪問】

２　訪問幼稚園の概要
【上海市の幼稚園】

◆華東師範大学附属幼稚園
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園長　呉舟氏・補佐　帳金陵氏の説明及び聞き取りより

〇1952年設立（大学と同じ）。
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【台北市の幼稚園】
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　する。また，１年に10～12回，親の成長のための研修を行っ

ている。

　　　　　　　　　　　　　（浜島京子・渡辺文江他）

Ⅲ．上海，台北の幼稚園視察における感
　想・考察

■上海市幼稚園を視察して
　上海市の三か所の幼稚園視察で強く印象づけられた
第一は，幼稚園に対する公的な格付け評価制度の存在
であった。幼稚園の等級には「特級」「１級」「２級」
の三種があり，訪問した３園とも上海市から「特級」
幼稚園として認証されていた。認証評価の具体的な内
容・手続きを聞き取ることはできなかったが，施設設
備・カリキュラム・保育者の資格（幼稚園教師にも同
様に３等級に分かれた評価格付け制度がある）などに
関して詳細かつ厳格な評価がなされていることがうか
がわれた。
　等級の違いは，施設設備や教材内容の差異を意味し
ているだけでなく，同じ公立幼稚園でありながら保育
料の高低にも直結しているとのことだった（等級が上
位園ほど高額）。私は思わず，特級幼稚園の保育料が
高すぎないかと質問してしまったが，「保育料に見合っ
た優れた保育を提供している」という回答が即座に
返ってきた。
　その回答には，自園の保育内容のレベルの高さに対
する自信あるいは自負の響きがあった。高度な保育に
応じた妥当な保育料であるという明快な説明であっ
た。後刻，ガイドの方からも私立幼稚園と比べて，こ
れら公立の特級幼稚園の保育料は低価格であるという
説明も受けた。
　１級，２級の園の施設設備や保育内容との間に，問
題にすべきほどの落差があるのかどうかはまったく不
明である。しかし，一般的な幼児教育制度の原理原則
の問題としていえば，「質のよい保育をすべての子ど
もに保障する」ことは，今日の幼児教育の世界的潮流
となっている。社会経済的な弱者やハンディを持った
子どもたちに質のよい保育を保障することこそ，社会
の健全な発展を可能にするものだという認識が各国政
府で広がっている。格付け的評価制度は，競争的で市
場原理的な保育制度に親和的なものである。とはいっ
ても，格付け的な評価制度と「質の公平な保障」とが
いかなる意味でも両立できないというわけではない。
中国の幼児教育が，公平や質に関する国際的な動向を
どのように踏まえて，今後の方向性を打ち出していく
のか，注目していきたいところである。
　二つ目の印象は，保育者が自園の保育内容や自身の
専門性について，強い確信と誇りを持っているように
見えたことであった。そうした印象を受けた直接の理
由は，保育内容についての各園の説明が－とくに童
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的夢幼稚園のパワーポイントを使っての説明が圧巻で
あったが－，明快で整然としていたからであろう。
　保育内容は，上海市が指示する具体的な活動内容（カ
リキュラム）に８割方は従いつつ，それに加えて各園
独自に開発工夫した活動や教材を用意していると，３
園共通して説明していた。カリキュラムが，政府の指
示と園の自立的専門的判断という二つの要素から組み
立てられているという説明は，その保育内容の正統性
を明快に説明するものだった。また，自園の特色を説
明する際には，「リテラシー」「科学教育」「芸術教育」

「健康教育」など，それ以降の学校教育と共通する概
念を使っていて，そこから学校に連続する整然とした
理論という印象がもたらされた。
　他方，わが国でよく用いられる「遊び」や「友だち
との関わり」というタームはそれほど強調されなかっ
たように思われた。遊びや友だちを通じて子どもたち
が学ぶことの中には，生きる上できわめて重要なもの
が含まれていると日本の保育者の大多数が感じている
が，そのあたりが中国の保育者ではどうなのか，その
肝心なところは十分に聞き出せなかった。
　わが国の幼児教育界では多くの関係者が，遊びや友
だちとの交流の意義を実感はしているが，それを，学
校教育と共通する言葉＝概念で説明することはなかな
かむずかしい。幼稚園教育における概念＝理論と，小
学校以降の教育における概念はわが国では明快な連続
性を持ち得ていない。そこが，幼児教育の専門性を，
学校教育からやや低く区別する理由にもなっていると
筆者は日頃感じている。中国の保育者の自負を支えて
いる大きな要素の一つとして，学校教育に順接する理
論＝言葉があると筆者は感じたが，わが国でも，幼児
教育の固有の意義を明快・整然とした形で説明しうる，
懐の深い言葉＝理論をもたなくてはならないとあらた
めて思った。
　第三の印象点は，飛躍的な経済成長を遂げる社会の
大きなエネルギーであった。超近代的なビル群，スモッ
グにかすむ町並み，「上海は資本主義の街です」とい
う通訳の方の断言，時を惜しむように車が突進してき
て信号のある道路ですら横断するのは命がけの交通事
情，一人っ子政策の下で我が子のわずかなケガにも過
敏に反応する家族，「今の若い人たちは結婚して家庭
を持つことより，いかに稼ぐかにエネルギーが向かっ
ている」というガイドの方の嘆き･･･。巨大な上海市
のごくごく一隅を，ほんの一瞬垣間見たに過ぎないが，
大きく変貌発展する社会の熱気を肌で感じた。幼稚園
はそうした熱気を受け止め，活力ある次の世代を育て
ることに社会から大きな期待が寄せられている場所で
あった。
　日本に劣らないどころか，いやもっと大きなバック
アップを中国の政府と社会は幼児教育に向けているよ
うに思われた。私たちの社会もやはりそうしていかな

くてはと，そのことを確かめることができる視察であ
った。　　　　　　　　　　　　　　　　（大宮勇雄）

　　　　　 
■上海，台北の幼稚園を視察して
　12月21日，上海に着いた私は，未来都市のように縦
横無尽に張り巡らされた道路に驚いた。また，ライト
アップされた近代的なビル街を見て，この地の幼稚園
教育について翌日からの訪問に思いを巡らせた。
　翌日から早速３つの幼稚園を訪問した。私が特に関
心を持ったのは，環境についてと，カリキュラムにつ
いての二点である。
１．環境を通しての教育
　どの園も素晴らしい環境に恵まれていた。特に最初
に訪問した華東師範大学附属幼稚園では，広い園庭と
「分室」と呼ばれるそれぞれの興味関心に応じて活動
できる部屋がたくさん用意されていた。分室では，数
量・図形・重力など，科学的な興味関心の基に心ゆく
まで試せるような遊具が準備されていた。本園でもテ
レビで大ブレイクした「ピタゴラ装置」を模倣した遊
びが見られていたため，素材の使い方や提示の仕方な
ど，参考になることが多かった。しかし，分室にして
しまうことによるデメリットもあると考えた。幼児は
繰り返し試す中で，身近な素材の性質を感じ，それら
の特徴を捉えて装置作りに生かす工夫を重ねていく。
遊びに行き詰まった時，必ずしも同じ興味で集まる幼
児からではなく，他の遊びをしている幼児たちの中か
ら意外な意見が出され，そこから新たな展開が生まれ
ることがある。それこそが人的環境＝友達とのかかわ
りの中で進められる遊びといえよう。分室は，個々の
興味を追究できる空間ではあるが，そこで与えられる
ものとのかかわりに限定される上，他のことに興味の
ある様々な幼児とその場でかかわることが困難なよう
に思われた。
２．カリキュラムについて
　上海には以前の領域の指導書のような冊子があり，
内容が事細かく記されているようだ。上海市では各園
とも８割方はそれに従って「授業」（という言葉を使っ
ていた）を行っている。そして残りの２割ほどはそれ
ぞれの特徴を出すように指導されている。そのため，
今回訪問した３園でも，それぞれに特徴的な教育を
行っていた。華東師範大学附属幼稚園では読書を通じ
た文字教育，童的夢幼稚園では芸術的な活動，実験幼

上海市街 華東師範大学附属幼稚園
～クリスマス会
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稚園では健康教育である。特に童的夢幼稚園では，保
護者からのアンケートを基にピアノや舞踊へのニーズ
の高まりから，芸術的な活動を特色として打ち出すこ
とになった。芸術活動は保護者の希望で選択できるよ
うになっているそうだ。訪問の際，実際にダンスの練
習，劇，絵画製作などを見学することができた。ダン
スの練習では，数名の女児が音楽に合わせてきっちり
と踊っていた。どの活動も自由な表現ではなく，決め
られたことをいかに模倣するかに重点が置かれている
ようだった。そのために，それぞれの幼児の思いややっ
てみたいことが見えにくくなっているように思われた。
　１月には台北で三つの幼稚園を訪問した。台北では，
10年ほど前から教育改革が進められている。日本の影
響を受け，小学校においては宗教・総合などの領域が
新たに設けられたそうだ。ここでは，台北教育大学附
属幼稚園（国立），長青幼稚園（私立）君格幼稚園（私
立）を見学した。特に，私立の幼稚園ではモンテッソ
リー教育を取り上げ，保護者にアピールしているよう
だった。
３．「保護者のニーズに添う」こと
　長青幼稚園は，春池文教機構というオリンピックを
意識した体操中心の塾や英語塾，ピアノ教室なども手
がける大きな組織の中の幼稚園である。同施設にも
チャイルドセンターと呼ばれる託児中心の施設や小中
学生対象の塾（補習）が併設されている。英語教育を
系統立てて（３歳児は発音中心，４歳児は見て読める
ことなど）行っており，教材の開発にも積極的に取り
組んでいるようだ。英語教師は12名も配置されている。
その他，図書室や音楽室も用意され，音楽室ではピア
ノの練習などができるようになっていた。
　君格幼稚園では午前中はモンテッソリーの時間，午
後は自由にコーナーにかかわれる時間になっているよ
うだ。訪問日は親子行事になっており，幼児が保護者
と共に作った詩をそれぞれに発表していた。保護者は
詩に合わせて衣装や背景を準備し，中には詩に合わせ
て人形や紙人形を動かしたり，自身も役になりきって
登場したりしていた。幼児の表現力はもちろん，保護
者の協力は大変素晴らしいと感じた。ただ，同じよう
にできない幼児や保護者がいた場合，どのようにフォ
ローするのだろうかという疑問をもたずにはいられな
かった。また，園長の説明によると，朝食のサービス
を行っているようだ。全園児の2/3は，家で朝食をと
らずに登園するという。朝食といっても，10時のおや
つを早めにすることで，全員に提供する。
　台北への訪問では，保護者のニーズにどこまで応じ
るのかが難しいと感じた。本来あるべき家庭の教育力
や生活習慣，幼児の発達について啓蒙していくことも
幼稚園や教師の大事な役割ではないかと再確認した。

　今回の上海・台北への研修を通して感じたことは，

経済的なバックアップを受け，充実した環境の下で教
師たちはそれぞれが自信に満ちあふれ，よりよい評価
を得るために切磋琢磨していることだった。しかし，
保護者のニーズや政府の評価を気にするがために幼児
にふさわしい発達や幼児の心の動きが置き去りにされ
ているようにも感じられた。　　　　　　（星　俊子）

■上海及び台北の幼稚園視察を通して
　「上海」や「台湾」という言葉から多くの教育関係
者は学力が高いというイメージを持つことであろう。
では，幼児教育において日本とどのような違いが見ら
れたのかを述べていきたい。
１　カリキュラムに基づいた保育
　日本で言えば幼稚園教育要領が上海・台湾共に存在
するが，さらに上海では上海教育委員会による細部に
まで教育内容を示す要領で教育内容が定められていた。
その中には，時期によりどのような教材を扱うかが示
されており，どの園も共通に取り扱わなければならな
いとされている。１月の時期，どの園にもタマネギの
水栽培が保育室に置かれ幼児が観察できるようになっ
ていた。しかし，保育の中の75％はこの要領に基づく
が残りの25％は園独自の活動が認められている。幼児
の知的活動を重視した活動が多く取り上げられている
ように強く感じた。教材の工夫はそれぞれに見られた
が，「見本と同じように絵を描く」ことであったり，
塗り絵のようにある程度決められた中でデザインする
ものなどが多く見られた。遊びを重視している華東師
範大学では空き箱でのお家作りなどのテーマに沿った
制作も見られた。また科学的な遊びができる部屋が用
意され，時間交代で使用し，鏡や光，磁石などを使っ

上海　童的夢幼稚園
～芸術活動（ダンス）

台北　私立君格幼稚園
～食卓テーブル

華東師範大学附属幼稚園
～色と光の屈折を試す環境

国立台北教育大学附属幼
稚園～保育者作成の教材
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て試しながら遊ぶ部屋が用意されていた。
　台湾・台北では，モンテッソリー教育が多く取り上
げられていた。「遊び＝モンテッソリー」ととらえる
ほど，自由な遊びの時間は幼児が次々とモンテッソ
リーの教具を自分で持ち出して来て取り組んでいた。
それらの教具だけでなく，教材開発が義務づけられ
ている幼稚園もあった。しかし，ほとんどの園ではモ
ンテッソリーの研修をきちんと受けた指導者がいるわ
けではない。１日程度の研修で教具を使っての保育を
行っている。保育者の数も園児７～８人に１人はいる
ので個々の教材への取り組みには十分に対応できる。
　日本の遊びを重視した活動について説明するが，遊
びの概念の違いを伝えるのが難しいことに驚いた。「遊
びを大切にしている」という考えは上海・台北・日本
とも共通であるが，遊びのとらえ方には文化の違いが
大きくかかわっているように感じた。
２　親のニーズと幼児教育
　上海・台北ともに，共働き家庭がほとんどで保育時
間は４時までが通常保育時間であり，その後も延長保
育が当たり前である。どちらも，給食と午後のおやつ
があり，給食施設が完備されているところがほとんど
である。中国には弁当の文化がなく「日本では冷めた
食べ物を食べさせるのか？」と驚いていた。これも食
文化の違いと言える。台北では，朝食を食べてこない
幼児も３割～半数程度いるため簡単な朝食を園で出す
ところが増えている。10時には全員におやつも出され
るのだが，朝食給食も親のニーズの一つとなっている。
参観した台北の君格幼稚園では，当日発表会であった
が保育室の片隅で親が付き添いながら２，３歳の幼児
が朝食をとっていたのが，印象的であった。
　もう一つの親のニーズは，「幼稚園で教えて欲しい」
という願いであった。上海では，25％の園独自で行う
活動の中に親のニーズに応えてダンス，絵画，文学な
どの芸術の中から選択し活動できるカリキュラムが組
んである幼稚園もあった。幼稚園はそれらの才能に長
けている教員を採用している。
　上海では，幼稚園が４つに区分され，教育の質や内
容によって市師範，区師範，１級，２級と区分され，
教員も指導に優れた実績のある教員は特級教員とされ
る。保育料も区分に応じて差がある。　
　台北においては，英語教育を保育の中で取り上げる
ために独自の教材開発，音楽教室の選択保育，文字教
育などがカリキュラムの中に取り組まれていた。
　台北の幼稚園を参観していて気付いたのだが，ビル
の中などの立地条件もあるが，「砂場」を持たない幼
稚園が多い。台北教育大学の翁先生の話によると「砂
場は幼稚園に必ずしも必要ではない」「日本のように
どろんこに汚して帰ったら親から苦情がくる」とのこ
とであった。本園のように「汚して帰った日はたくさ
ん遊んだ証拠です。」という訳にはいかないようだ。

　また，翁先生との話から日本と台湾でのままごと遊
びの違いに興味深いものがあった。ままごと遊びは，
生活を模倣する物であり，幼児の体験や憧れがそのま
ま遊びに現れてくるものである。台北の幼稚園では，
ごっこ遊びの部屋が用意されていて，そこで素晴らし
いキッチンセットや洗濯機などを使いごっこ遊びをす
るのである。本園のように，自分たちで遊びの場を作
るということはない。遊びの概念の違いからくるので
あろう。実際に台北の幼稚園でのごっこ遊びが行われ
ているところは見られなかったが，遊びを通しての文
化比較が今後楽しみである。
　上海・台北と本園の教育の違いには上記にあるよう
に遊びのとらえ方によるカリキュラムの違い，文化的
背景の違い，親のニーズをどのように受け止めるかに
より保育内容に違いがでてくると考えた。（遊佐早苗）

■養護教諭からみた上海及び台北の保健室
１　養護教諭
・上海の３園では「看護師（衛生保健免許）」が日本
でいう養護教諭の立場で，おもに救急処置をする。 
台北の３園では，保健室はあるが上海のように看護
師の常勤はない。傷病の対応は担任が行っていた。

・保健指導については各担任が担当していた。ワーク
ブックなどを用い学習的に進めている。上海，台北
いずれも養護教諭の職務は担任教諭とはっきり役割
が区別されていた。

・担任を補助する「養護教員（教諭免許ではない）」
が各クラスに１名配置され，園生活のサポートや清
掃を担当。そのため保育室やトイレも清潔が保たれ
ており，整然とした中で子どもたちが静かに過ごし
ていた。日本と比較して人的にも設備的にも充実し
た環境だった。園児たちは多くの目で見守られてい
る印象があった。

２　保健室
・上海の３園では保健室が正門脇にあり，登園時に健
康チェック（手洗い→体温計測→口腔と鼻の視診→
伝染病の有無）をしてから保育室に入るというシス
テムがあり，文化の違いを感じた。また看護師は担
任が必要と判断した園児の病気やケガの救急処置を
する。

・どの園も保健室の広さは十分に確保され，ベッドや
冷蔵庫，健診器具などは充実していた。また，上海

華東師範大学附属幼稚園
の保健室

同　正門脇の手洗い場
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では各クラスと保健室が連絡を取りあえるよう電話
も設置していた。

・救急処置では，ケガの処置，病院への移送と付き添
い，病気時のベッド休養や観察，保護者への連絡，
などほぼ日本と同様であった。

３　保健管理
・健康診断の実施について

・上海では，医療費は市と国の両方で補助し保護者負
担はない。日本では子どもの医療費補助は各市町村
により異なるので，この点からも中国は手厚いと感
じた。任意の医療保険は，各家庭で政府強制保険に
加入し，掛け金は園と協議し折半する。

・心のケアの対応は，上海では相談室にて信頼できる
教諭と園児が話をし，必要に応じて児童心理士に来
ていただくそうである。

４　安全管理
・小動物の飼育は日本では教育的に重視されている
が，中国ではSARS発症以降中止した。

・上海，台北では日本の幼稚園には少ない給食室を配
備していた。それだけではなく，免疫力を高めるメ
ニューを作りその情報も伝えるなど，保護者をとて
も意識して保育しているようである。また，台北の
君格幼稚園では，仕事で忙しい父母のために朝食を
無償で提供していた。外食文化があらわれていると
思われる。

・安全教育では，上海童的夢幼稚園では親子活動を取
り入れ，消防局の見学を行っていた。これは上海に
は地震の心配は全くなく，みな集合住宅なので火災
訓練を行っているようだ。台北の各幼稚園では，火
災と地震訓練を適宜行っていた。多くの犠牲者がで
た’99台湾地震や東日本大震災。日頃の訓練が生死
を分けたという教訓からも，避難訓練の重要性を再
確認した。

・飲料水は，各園で給水器が準備されていた。おもちゃ
も給水器のままごとがあったことに驚いた。

５　健康教育
・上海，台北とも，各園のカリキュラムに「健康教育」
が組み込まれている。その成果も外部評価（園のラ
ンク付け）に反映されていた。午前は種々の学習を，
午後は遊びを多く取り入れている。ほとんどが夕方
まで保育をするため，昼寝の時間も確保されている
など，園児はしっかり管理されていた。

・体の構造や各部位の名称などを，教材を使って園児
たちが学習をしていることをこの研修で知った。

・家庭での教育はというと，一人っ子政策の影響から
か，保護者だけでなく祖父母も送迎や参観など，育

児に参加するのが日常的になっていることが印象的
だった。しかし，実際の保護者の意識は子どもにけ
がをさせたくないから運動を必要とせず，帰宅した
ら親の管理の下静かに過ごしているそうだ。「これ
が発育の妨げになっている」と教師たちは言ってい
た。日本でも共働きや少子化が進み，遊びより学力
を重視されている風潮があり，同様の問題が出てく
ると懸念される。

・上海実験幼稚園の「心と体の基礎をつくることを重
視する」という教育理念の裏には，園に寄せられる
期待が大きいために，保護者のニーズを常に意識し
ているのだろう。また，年齢が低いことや国民性か
ら，日本よりも健康・からだについて重要視されて
いるのではないだろうか。

・日本の法規⑹では，幼稚園に保健室は設置すること
になっているが，養護教諭の配置については努力義
務にとどまっている。しかし，幼稚園で職務を遂行
していると，心身の発達が途上の幼児期こそ，命を
まもる養護教諭の必要性を強く感じる。現在，福島
市内の園には本園以外に養護教諭はいない。園が安
全で，子どもたちが安心して教育を受けられるよう，
専門的知識の習得とその研鑽は必要不可欠で，今回，
このような研修の場をいただき，得るものが多かっ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　（富岡美穂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■台北市内の幼児教育を参観して
１　親職教育
　幼児教育を進めるにあたっては，保護者との連携が
欠かせない。国立台北教育大学附属幼稚園で，保護者

国立台北教育大学附属
幼稚園～胃腸炎ポスター

台北　私立君格幼稚園
～人体模型

国立台北教育大学附属幼稚
園～今週の様子のお知らせ

私立君格幼稚園～保護者
手作りの衣装
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との連携についてお話を伺った。ここでは，「親職教育」
という表現が使われていた。
　ここの幼稚園では，個々の幼児の１週間の様子をＡ
４用紙１枚程度にまとめ，各家庭に渡し，家庭での様
子を記入して戻してもらっていた。福島大学附属幼稚
園でも，年中と年長組については１か月に１枚，家庭
での様子を記入してもらい，それに園での様子（遊び
の中でどのような学びが見られるかなど）を記入して
戻している。続けていくと，保護者は，子どもの良い
点や成長した点などが見えるようになる。
　ただ，１週間に全園児の様子を見取り，お知らせす
ることは30名に対して担任が２名でも大変ではないか
と思った。実際，とても作成に時間がかかるというこ
とであった。
　また，私立君格幼稚園では，親は教育のパートナー
と明確に位置づけ，親の研修教育に力を入れている。
教育活動の中に音楽教育や劇を取り上げていて，劇の
際に使う衣装づくりや演じ方の指導なども保護者とと
もに実施し，子どもたちのための環境作りをしていた。
ちょうど，子どもの作った詩を，親の背景製作などの
援助のもと，発表するところを見せていただいた。ど
の子も，堂々と楽しそうに発表している姿が印象的で
あった。

２　学校評価
　学校運営の質に対する地域・保護者等の関心が高ま
る中で，学校が適切に説明責任を果たすとともに，学
校の状況に関する共通理解を持つことにより相互の連
携協力の促進が図られることが期待されている。
　我が国では22年７月には，改訂版の学校評価ガイド
ラインが出され，さらに23年11月には幼稚園における
学校評価ガイドラインが出され，学校の第三者評価の
在り方に関する記述が充実されるなど学校評価の一層
の改善が求められている昨今である。
　台湾に於いてはどうか。私立君格幼稚園の入り口の
上には，目立つ横断幕が掲げられていた。優れた幼稚
園として国から教學卓越金質獎という表彰を受けたと
いうものであった。
　各幼稚園を案内していただいた台北教育大学の翁先
生も第三者としての評価に深く関わっていらっしゃる
ということであった。国を挙げて評価にとても熱心だ
と感じた。
　高い評価を受けている今回の各訪問先では，どこも
教員が組織として高いモチベーションで幼児教育をし
ている印象が強い。
　反面，評価方法や組織など時間の関係であまり深く
研修することはできなかったが，順位付けをすること
を，そのままこちらの方には取り入れにくいと感じた。

３　学びの環境整備
　本園では日頃の遊びの中から発展していったものを
劇や発表につなげていく。２月には手作りの音楽劇と
して毎年保護者に発表している。そのため，毎年個性
豊かな発表となっている。

　私立君格幼稚園でも似たようなエピソードを紹介し
ていただいた。
　・・・・・・
　遠くから転園してきた子どもが，地元の文化である
人形劇の人形を学級に紹介し，子どもたちは，その人
形に大変興味を示した。そこで，人形作りができるよ
うな環境を作っていった。
　苦労して作ったもので遊んでいるうちに，劇にも興
味を持ち始め，伝統劇の人に講師にして来てもらうな
ど，劇が楽しめる環境を作っていった。劇の衣装づく
りも始まった。これは，お父さんの古くなったワイシャ
ツにカラーテープをつけるなど保護者によるリサイク
ルの手作りであった。教師や保護者の様々な援助を受
けて劇を演じることができた子どもたちは，大満足で
あった。
　こうして劇をする楽しさを覚えた子どもたち。祖父
母や地域の人にも見せる機会を作った。これがきっか
けとなり，祖父母と共通の話題ができたことや，子ど
もたちにコミュニケーションする力がついた，地域の
文化に興味を持つようになったなどの収穫があったそ
うである。
　・・・・・・
　保育のエピソードから子どもを見取り，子どもたち
の思いや願いが発展するように環境を整えたり，援助
をしたりして，子どもの成長を綴っていく，本園の「学
びの物語」とつながるものがあると感じた。（齋藤和代）

Ⅳ．まとめ
　福島においては，震災による放射能問題で皆が心身
の疲労を抱えていたが，そのような中，本園では学長
裁量経費を活用させていただき，海外における幼児教
育の実態に触れる機会をもたせてもらった。これによ
り，新たな気持ちで自分たちの園を見つめ直し，また，
今後の保育活動に対する活力を得ることができたと考
える。
　上海及び台北からの帰国後，通訳等でお世話になっ
た方々から下記のメールをいただいた。これらを拝読
し，つくづく思うことは，今回の海外研修の成果はな

本園の劇（年中児） 本園の劇（年長児）



2012－ 764 福島大学総合教育研究センター紀要第13号

んと言っても福島大学附属幼稚園が海外との幼稚園交
流の扉を開き，国を超えた人的交流を深めることがで
きたことといえるのではないだろうか。

　幼稚園訪問では，各園の教育方針や保育活動等につ
いて話を聞いたり参観したり，またそれぞれの大震災
の状況や，互いの防災訓練等についての情報交換など
も行い，改めて本園の運営に前向きに取り組んでいく
必要性を感じるとともに，国を超えて語り合える仲間
がいることの安心感を抱くことができた。
　ところで，本視察を通して，幼児教育の環境―特に
教員の配置状況において，上海，台北ともに手厚い対
応の施されていること（園児20～30人に教員２人）が
把握された。日本の「幼稚園設置基準」では「一学級
の幼児数は，三十五人以下を原則とする。」⑺とされて

おり，園児35人を教員１人で対応することが可能と
なっている。このような環境は他国ではほとんど例が
ないと思われる。改めて，我が国の幼児教育における
教員の適正配置等の見直しを強く求めるものである。
　他方，上海，台北では幼稚園が学校化している状況
（教員等の指導の下，知識・技能を習得させる）が見
受けられ，日本が重視している園庭―子どもが自然と
触れ合い，友達と関わりながら自分たちで遊びを創り
出し，自ら様々な発見や気づき，習得をしていく場―
のあり方についてはさほど関心が向けられていないよ
うに感じられた。今後はそれらの違いについて議論の
場が作られるとよいと思う。なお，訪問した幼稚園の
活動に見られた，伝統文化を取り入れ衣装作りも含め
た劇の創作，保護者も参加する活動発表会，料理（軽
食）作りや縫い物の実践，異年齢集団の重視等は今後
の本園の活動を考える上で参考になり，視野が広げら
れた。　
　福島大学附属幼稚園において，2011年度は自園の活
動が大きく制限されたが，多くの支援や協力をいただ
き，子どもたちは比較的楽しく過ごすことができたと
思われる。しかし，自ら働きかけて生み出す本当の喜
びを体感できる環境に早く戻したいと願う。今回視察
した上海，台北の幼児教育を振り返りながら，それに
向けた準備を進めていきたい。　　　　　（浜島京子）

　最後に，上海及び台北の幼稚園訪問にあたりお世話
になった先生方及び国遠さんに厚く御礼を申し上げま
す。また，学長裁量経費を配分していただいたことに
深謝いたします。
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